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損保ジャパン日本興亜総合研究所 小林 篤 
 

第 9回  保険の仕組み－リスクの多義性・マネジメント手法とリスクの移転・分散システム               
 

保険の歴史には、近代的保険システムを成立させる要素がいくつも現れている。保険の仕組みを理解するために、第３回から第６回ま

で保険の歴史で学んだ。第７回から第９回では、保険の仕組みを取り上げる。今回は、保険の仕組みのうち、リスクマネジメントの観点

からリスクマネジメントの手段としての保険、保険会社自身のリスクマネジメントの手段として保険の利用およびリスクに関するシステ

ムとしての保険について説明する。 

 

1.リスクの多義性  

保険ではリスクはマイナスのみだが、リスクマネジメントではプラスとマイナスの両面がある。リスクの多義性を理解する。 

２.マネジメントの手段としての保険：リスクの保有・移転   

リスクマネジメントにおいては、リスクの保有と移転という手段があり、保険はリスク移転の手段として利用されている。 

３.再保険：保険会社のリスクマネジメント手段 

保険会社は、自社のリスクマネジメントの手法としてリスク分散の再保険を利用している 

４.リスクに関するシステムとしての保険 

５. 発展問題 

 
キーワード リスクマネジメント、リスクの移転、リスクの分散、再保険、保険システムの機能とメカニズム 
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1.リスクの多義性  

1.1 企業を取り巻くリスクの分類と保険の例示  

＃ 伝統的に保険分野では、マイナスの影響のみを指して、リスクという用語は使われてきた 

リスク区分 

 

保険での対応が困難なリスク 保険対応が比較的容易なリスク 

動的リスク 

(投機的リスク) 

プラスとマイ

ナス 

＜社会科学＞ 

市場リスク(株式市場・債券市場） 

  金利リスク、  為替リスク 

＊経営リスク 

＊ 関連会社連鎖リスク 

保証信用リスク       ･･･  (BOND） 

 

 

 

静的リスク 
(純粋リスク） 
マイナスのみ 
＜自然科学＞ 
 

   自然災害リスク 

（地震・津波・噴火・洪水など） 

（戦争災害リスク） 

環境汚染リスク 

老朽化・消耗リスク 

従業員の死亡・病気リスク  ･･･ (生命保険）(医療保険） 
従業員の傷害リスク     ･･･ (傷害保険） 
火災リスク(財産）          ･･･  (火災保険） 
自動車事故リスク            ･･･ (自動車保険） 
賠償リスク         ･･･ (賠償責任保険） 
災害による利益喪失リスク    ･･･ (利益保険） 
運送リスク                  ･･･ (貨物・運送保険） 
盗難リスク                  ･･･ (盗難保険） 
沈没・墜落リスク      ･･･ (海上保険）(航空保険) 
労働災害リスク       ･･･ (労災保険） 
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1.2．リスクという用語の多様性 

＃ リスクマネジメントでは、リスクは、組織の収益や損失に影響を与える不確実性を示し、プラス・マイナスの両方の影響が考慮される 

 
(出典：経済産業省「先進企業から学ぶ事業リスクマネジメント・実践テキスト(2005年）） 
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２．マネジメントの手段としての保険：リスクの保有・移転 

2.1 企業を取り巻くリスクのマッピングとリスクマネジメント 

 ＃ 企業を取り巻くリスクをマッピングすることから、リスクマネジメントは始まる 

  

(出典： 企業を取り巻くリスク( http://www.chusho.meti.go.jp/bcp/contents/level_c/bcpgl_08_03.html） 

http://www.chusho.meti.go.jp/bcp/contents/level_c/bcpgl_08_03.html
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2.2 リスクマネジメントの幅広い意味 

＃ リスクマネジメントには広い意味があるが、狭義のリスクマネジメントには、マネジメントサイクルがある 

 
(出典：経済産業省「先進企業から学ぶ事業リスクマネジメント・実践テキスト(2005年）） 
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2.3 （狭義の）リスクマネジメントにおける二つの手法 

＃ リスクマネジメントの手法として、ロス・コントロールとリスク・ファイナンスの二つの手法がある。 

・ロス・コントロール 

  費用を掛けて、損失を予防または損失を低減する手法。例えば、火災リスクに対する防火設備など 

 
 

・リスク・ファイナンス 

  ロス・コントロールしてもなお残るリスクがある。 

リスク・ファイナンスは、リスクの保有とリスクの移転に分けられる。 

    リスクの保有・・・内部留保を積み立てて、自家保険をする 

    リスクの移転・・・保険を利用して、保険会社にリスクを移転する 
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2.4 （狭義の）リスクマネジメントにおけるレイヤーリング 

＃ リスクに対してはレイヤー（layer）に分けて対応する 

 リスクを見積もりレイヤーに分けて対処 

  リスクに対してはレイヤー（layer）に分けて対応する： 

 

・リスクの種類（火災、労災、賠償など）毎に、もし事故が生じたら最大で

どの程度の損害額になるか予測する 

 

・最大損害額を、レイヤーに分けて、自家保有、外部への移転（転嫁）にす

るかを決定する 

多くの場合、低いレイヤーを自家保有し、高いレイヤーの部分は外部へ転嫁 
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2.5 リスクマネジメントの手段としての保険 

＃ リスクマネジメントの手段として保険が用いられている 

 

①移転（転嫁）の手段として保険を利用 

 保険はリスクの移転（転嫁）の有力な手段：リスクの移転の手段として、保険が用いられる。 

(リスクの移転だけでなくリスクの転嫁という用法もある）。 
 

②自家保険(Self Insurance):自己で保有(Retention)すること、自家保険の手段 

     リスクを転嫁しないで、自己で保有することを自家保険と呼んでいる。 

・自家保有とは、リスクを保険等で外部へ移転（転嫁）せず、自分で持っていること、自家保険(Self Insurance)または保有(Retention)

と呼ばれる。 

リスクを自家保有する方法としては、 

自社に自家保険のための準備金を積立てる方法 

リスクを保有する子会社(キャプティブCaptive Insurance CompanyまたはCaptive)を設立する方法 

などがある。 
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３. 再保険：保険会社のリスクマネジメント手段 

3.1 巨大損害の実例と巨大災害リスクの引受の難しさ 

＃ 巨大自然災害の実例  

高額保険損害（１９７０－２０１２）<2012年米国物価基準＞ 

 

 
 (出典）Swiss Re, sigma No.2/1013 
 

Q高額保険損害となる巨大自然災害を、一つの保険会社で引き受けできるか？ 
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3.2 巨大損害をもたらすリスクの引受を可能にする再保険 

 ＃  保険会社は、巨大損害をもたらすリスクを引き受ける能力に不足する場合に、再保険を利用することが多い  

 

契約者 元受保険会社 

保険金額 

1000億円 
自社保有100億円  

900億円 再保険900億円   

再保険会社 
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保険を付する保険会社を元受保険会社、再保険を引受ける会社を再保険会社という。再保険会社は、再保険市場を構成している。 

契約者との元受保険会社の契約は元受保険契約、元受保険会社と再保険会社との契約を再保険契約という。 

再保険会社は再び別の再保険会社と再保険契約を行うこともある(再々保険）という。 

→再保険市場へリスクを分散することにより、元受保険会社は、自社が引受できる金額を超える引受が可能に。 

  
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照 第３回説明資料 ２．海上保険事業に必要な機能・専門職が揃ったロイズの形成と保険事業の原型 
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3.3 再保険を利用した保険事業の安定化：保険会社のリスクマネジメントの一例 

 ＃ 再保険を利用して、高額損害が生じる契約の高額部分を再保険市場に分散すると、高額損害が生ずることが無くなり事業は安定化す

るが、収益機会も減少。 
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3.4 再保険の国際性 

 ＃ 再保険先は、国内だけでなく海外が多い。元受は国内市場だが、再保険市場は、国際的、グローバル(単一市場的） 

 
 
 

日本のジャンボ機の墜落事故の際、日本の保険会社は巨額の保険金を支払ったが、再保険を利用していたのでグローバルな再保険会社

から再保険金が支払われて巨額の保険金支払に充当された。 

 
 

欧州市場 

－英国市場 

－ドイツ市場 

－フランス市場 

アメリカ市場 

南米市場 

－ブラジル市場 

－チリ市場 

アジア市場 

－中国市場 

－インド市場 

－タイ市場 

国内保険市場 
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移転されプールされたリスクと分散 

＃ 保険のシステムは、移転・プールする元受保険システムとリスクを分散する再保険システムに支えられている 

特に、再保険市場は、グローバル市場であり、巨額の保険を引き受ける能力を有している。ある国の巨大災害は、他の国の再保険者

が再保険金を支払う形でリスクがグローバルに分散されている 

 

 
 
 

 

         再保険市場 保険料 
顧 

 

客 

リスク移転・プール 

元
受
保
険
会
社 

再保険会社 

再保険会社 
保険金 

再保険料 

再保険金 

リスク分散 

再保険会社 

再保険会社 

グローバル市場 国内市場 
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４.リスクに関するシステムとしての保険 

 ＃ 保険の保障・補償の機能は、リスクの移転を受け、リスクをプールするシステムによって支えられている。 

 リスクの移転・リスクのプールは目に見えない 

 

 

 

 

 

 

 

利 

用 

者 

保険料支払 

保険金受取 

保険契約申込書 

保険約款・保険証券 

 

金銭取引 

リスク移転 

 

 

保 

険 

会 

社 

契約書 

リスクのプール 
＜目に見える取引＞ 

＜目に見えない取引＞ 保険契約者 

被保険者 

リスクの選択／モラルハザード／逆選択 
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５. 発展問題 

 ロイズが成立した時代には、高度なリスクマネジメント手法を実行する自家保険は無かった。現代は、大企業の中には高度なリスクマネジメントと自家保

険・キャプティブなどを運営できる、保険会社と同等あるいはそれ以上の能力を有する当事者が出てきている。 

 ロイズの時代の保険システムと今日の保険システムには、どのような違いがあるだろうか。自家保険者が登場した変化に注目して考えてみよう。 
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